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Did you know?

About Yoneyama Scholarship Alumni Association

学友会の会員になる方法学友会とは？

関西米山学友会の豆知識

学友の活動とは ?

会費は必要ですか ?イベントなどの最新情報を提供　

本会は、元・現米山奨学生間の交流を通じて、親睦および
互助を促進すると共に、国際親善・世界の平和に寄与する
ことを目的とする非営利組織です。

関西に在住の元米山奨学生（ＯＢ .OG) 現役奨学生の方々は
全員は本会の正会員、準会員とする。関西近辺にいる学友
の皆さま、是非一緒に本会の活動にご協力、ご参加をお願
い致します。

異文化理解から語学力発揮、ボランティア活動から地道な
お手伝いまで、学友たちが力になれるところで、今までの
恩に感謝する気持ちを込めて貢献しております。

年会費は 2012 年度により廃止されました。
※但し、活動参加費のみ徴収しております。

本会は、ホームページや Facebook 等による運営を行なっ
ております。また、メーリングリストによる一斉送信も行
なっております。皆さまのご登録、心からお待ちしており
ます。

Webside:  ht tp: / /yoneyama2660.com/ 
Facebook:  ht tps: / /www.facebook.com/yoneyama2660
Email :  yoneyama2660@gmail .com
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飲水思源
米山奨学生学友会 ( 関西 )

会長　何　玉翠
世話クラブ：1987-1989 奈良ＲＣ

飲水思源とは物事は源について考えること！何回も繰
り返し言うようで私達米山奨学生、米山学友の源は米
山記念奨学金制度です。この奨学金制度がなければ、
米山奨学生として日本の社会、文化をさまざまな奉仕
活動を通して、理解したり、体験したり、して社会に
貢献する機会もないでしょう！

最近関西米山学友会は非常に元気です。 日頃学業、仕
事で忙しい学友先輩・後輩たちは世話クラブの方々と
は事情があって連絡がとれない、あるいは遠方で難し
い、しかし受けた恩は何かの形として返したい、そこ
で学友会の活動に積極的に参加集まってくる人が殆ど
です。

学友会にきて始めて出会った人もいる、最初はちょっ
と不安と思いますが、でも、わたし達米山学友は共通
の言語、そして、共通の話題があります、それは日本
語と米山記念奨学生生活です。更に地区各クラブの応
援活動・学友会主催の活動などを通して絆が深くなっ
ています。国内学友会活動だけではなく、2014 年 11
月韓国米山学友会総会、12 月台湾扶輪米山会総会に
も一緒に参加して、初海外総会に参加する学友たちも
韓国学友と、台湾学友と初対面でもあり得ないくらい

親しい感じ！そこで、証明したのは米山は国境がない
〜学友会も境界線がない、どこでもあなたをあたたか
く迎えてくれるのです。

特に韓国米山学友会全炳台会長ご夫婦が連続 2 年間関
西米山学友会の総会に駆けつけてくれている上に、台
湾総会まで一緒に参加して、本当に感謝です。米山学
友間のネットワークと協力関係が私達の交流により更
に緊密になることをおおいに期待しています。

現在２万人に達している米山学友は私達生涯の友、生
涯の財産とも言えるでしょう！

この 2 年間会長として在任中、
たくさんの出会いと交流、言葉
では表現できない幸せと感謝の
気持ちでいっぱいです。
今後ともこのご縁を大事に
していきたいと思います。
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關西米山學友會
何玉翠會長との出会い
韓国ロータリー
米山記念奨学学友会（KRYS）

会長建国大学教授
全炳台
東北大農学部 80-83 年

韓国の建国大学に語学研修を来た林小微さんの勧めで
2013 年 7 月 7 日関西米山学友会総会に出席したこと
がきっかけとなって、2014 年に総会にも参加をしな
がら、非常に近い仲になった。特に歌をうまく歌う夫
と住んでいる何玉翠関西の学友会長と考えがよく合っ
て、今後、多くの仕事を一緒にするという確信を持っ
ている。2014 年 11 月に韓国の学友会総会に何玉翠
会長をはじめ、関西米山学友会で多くの祝賀客が参加
してくれた、そして 12 月には中華民國扶輪米山會総
会に出席しようという約束を守った。この席で、私は
何玉翠会長と一緒に國際米山學友會を創立するという
意志を宣言した。

そして、その日の夜中華民國扶輪米山會林維宏理事長
も参加するという約束を受けた。創立総会は、2016
年 7 月に大阪ですることにした。まず大阪、韓国、台
湾学友会が創立をさせて、その後、それぞれの国に参
加を勧めする予定である。それぞれの国の米山出身は
すべて、その国の知識人であり、指導者たちだから、
それぞれの国のメンバーと文化を交流し、お互いの理
解度を高めながら、深い友情を築いていけば間違いな
く私たちの集まりは、個人的な良い友達が生じるもの
であり、これはお互いにの情報交換などに助けはもち
ろん、国家的な親密度を高めるのにも大きな貢献をす
るものと確信をする。
私は関西学友会を 2 回参加しながら、多くの刺激を受
けている。前回台湾学友会に出席したときは、日本の
留学生を受け入れ、奨学金を与えることを見て、より
大きな刺激を受けた。今後も引き続き参加して継続的
な刺激と今後國際米山學友會を運営するよいデータに
しようとする。 

米山学友会の宝、林小微さん！ これからも元気に、目
標に向かって、米山 OBOG が頑張れば、少しでも世の
中に役に立つと信じています。
この機会を頂き、どうもありがとうございました。

学友会の皆様は
２つの大きな宝を得られたと思います。

１つは、もうすぐ 20,000 人を越えようとする学友会
の仲間を得られたことです。

60 年以上の歴史を経て、今や学友会メンバーは世界
に輪を拡げ活躍しておられます。

異国である日本の地で、文化の違いや言葉のハンディ
など悩みを抱えながら学問に励まれ、米山記念奨学生
として経験したことは、時代を越え心から共感し合え
るものがあり、絆は深いと存じます。

世界に広がる学友会のネットワークは、皆様それぞれ
の夢の実現に大いに支えとなることでしょう。

もう１つは、お世話クラブのロータリアン、とりわけ
カウンセラーの方です。

皆様の努力を間近で見守り応援してきたロータリアン

は、米山記念奨学生の間だけの関係ではなく、これか
らの人生にも大いに支えになり、お互いの人生に影響
し合えることをたのしみにしています。

出逢えた縁に感謝し、末永く交流を続けてほしいと願
うものであります。

２つの宝を大切に母国で、日本で、世界で、皆様が活
躍されることをお祈りしています。

２つの宝
国際ロータリー 2660 地区

米山記念奨学会常務理事
若林 紀男
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3つの実践

　この度は、無事に米山奨学生の期間を終了された皆
様、おめでとうございます。そして、新たに学友会に
入会されたことを心より嬉しく感じており今後の活躍
を期待しております。

さて、もう一度原点に返ってみますと米山奨学事業の
ミッションは「将来、母国と日本の架け橋となり、国
際社会で活躍する優秀な学生を奨学する」ことです。
1 ～ 2 年間、世話クラブやカウンセラー様、多くのロー
タリアンと関わることにより様々な「気づき」や「経
験」そして「感動」などがあったことでしょう。終了
して母国に帰る人、研究室でさらに学問を究めていく
人、企業に就職する人、家庭に入る人など進む道は違っ
ても皆さんが活躍する舞台は広がっていくことと思い
ます。

今後の皆さんの活躍を期待して、次の 3 つのことを実
践していただければきっと新しい未来が応援してくれ
るでしょう。

1 つ目は「目標を持つ」ということです。夢と目標は
違います。夢は果てしなく大きなものですが、その夢
を実現するためにもしっかりと目標を掲げることで
す。目標は少し背伸びしたら届くようなものに設定し

て、少しずつマイルストーンを置いていき夢へ一歩ず
つ近づいていくことが大切です。

2 つ目は「自分から進んで行動する」です。自分で考
えて、自分で決めるということです。今ある結果は全
て自分で選んだ結果です。人生は誰のものでもなく自
分のものです。自ら主体的に行動するという積み重ね
が自分を成長させてくれると思います。

3 つ目は「相手を理解してから自分を理解してもらう」
ことです。皆さんは異文化コミュニケーションを通し
て異文化についての共通点や相違点など肌で感じたり
体感されたでしょう。まず、相手の気持ちや心を理解
しないと自分自身も理解してもらえないということは
経験済みのことと思います。

この 3 つは新しいことではなく、すでに米山奨学期
間中でロータリアンの皆様より学んだことでもあった
り、実践されたこともあるでしょう。そのような、貴
重な体験を忘れずに、さらにロータリーとの絆を深め
ていただき、ロータリーの理想とする国際平和の創造
と維持に貢献することを一緒に実現していきたいと心
より願っています。

国際ロータリー 2660 地区

米山奨学委員会
2014-15 年度委員長　
近藤 菜穂子

米山奨学会への
ことば

国際ロータリー 2660 地区

米山奨学委員会
2014-15 年度副委員長　
田中 隆弥

先日、第２０１４学年度の米山記念奨学生の終了式が
行われました。今後米山学友としてご活躍を心より祈
念致します。

　さて、２０１４年１月に面接試験を受け、見事合格
した２５名の奨学生につきまして、近藤菜穂子委員長
の発案で６月と１１月の二度にわたり２０分ずつ個別
面談を行いました。選考後、世話クラブにお預けした
奨学生を、人材育成の観点から「奨学生を受け入れて
よかった」「奨学生を通じ、米山奨学事業を深く理解
することができた」とカウンセラーや世話クラブの各
ロータリアンに思って頂けるように地区委員会として
指導しました。

　６月は４月のオリエンテーションから間がないこと
もあり奨学生は一様に緊張気味でしたが、面接試験で
はないこと、オリエンテーションのおさらいも兼ねて
いることを説明し、主にカウンセラーや世話クラブの
交流の仕方についてアドバイスをすると面談が終わる
ころには皆良い表情に変わっていました。

　１１月になるとすべての奨学生がいきいきと輝いて
いました。カウンセラーや世話クラブとの交流につい
て本当に楽しそうに語ってくれて充実した生活を送れ
ているようでした。良い奨学生を選考できた安堵感と
共に、お世話頂いたカウンセラーや世話クラブの各
ロータリアンに感謝する次第です。

　これから学友となっても、カウンセラーや世話クラ
ブから受けた恩を忘れず日本と自国との平和の架け橋
となって活躍してください。
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国際ロータリー 2660 地区

米山奨学委員会
2014-15 年度副委員長　
古城 紀雄

みなさんこんにちは！ＲＩＤ２６６０米山奨学委員の
古城です。この２月初旬、乾季で比較的冷涼なバンコ
クを訪れた機会に、当地で活躍中の米山学友と語らう
べく、米山本部事務局の助けをお借りし、３人の学友
プラス家族一人の４人と会食する機会を持ちました。
以下に簡単に報告します。今回中心となって素敵な古
風な雰囲気のタイ料理レストランの手配などを準備し
てくれたのは、すでに２度関西での米山学友会（関西）
の総会に参加のワシンさん（写真右奥）でした。

ワシンさんの他、２６６０地区の新大阪ＲＣが世話
ク ラ ブ で あ っ た MS CHUTIKAN TEPSARN さ ん（ 写
真 左 前 ）、 お よ び 博 多 で 米 山 奨 学 生 で あ っ た MR 
WARAWUT BUNROD さん夫妻（写真右前、夫妻とも
に日系企業に勤務）が来てくれました。

WARAWUT さんは現在タイ米山学友会の副会長兼事
務局長的役割も果たしつつ、３月１５日に開催予定の
タイ米山学友会の総会は３月１５日に向けて大活躍の
様子でした。CHUTIKAN さんは ISO 認定関係の日系
企業の部長として東奔西走されている様子で、いずれ
も国際人材としてしっかりしっかり毎日を過ごしてい
らっしゃることがよくわかり、実に嬉しい限りでした。

話題は、日本留学時代のつらかったことや印象に残っ
ている喜び、そして世話クラブのカウンセラーの方々
との楽しい想い出に及び、また、タイ人と日本人の基
本的気質の違いなどについても時間をかけて意見交換
し、充実感あふれるひとひきを過ごすことができまし
た。正統派タイ料理をみんなで分け合いながらの語ら
いに、ついついワイングラスがすすんでいつも以上に
いただいてしまい、なにやら別れ難く、それでも微笑
みつつ、７月５日開催の米山学友（関西）の総会での
再会を約して帰途についた次第です。

ロータリアンのみなさんには、殊に外国を訪問する際
には、米山本部事務局にひと声かけて、当地の米山学
友との出合いを企画し、活躍ぶりを目の当たりにする
機会をもたれたらいかがでしょうか。

米山学友との
海外での邂逅

出逢えてよかった

この度は、無事に終了され学友会に入会されたことを
嬉しく思います。

「出逢えてよかった」を 2015 ～ 16 年度地区米山奨学
委員会のテーマにしました。

これは、カウンセラーはじめ世話クラブのロータリア
ンのみなさんと奨学生が「face　to　face」のお付き
合いを通して学んだ、教科書だけではない色々なこと
を、これからの人生に生かす。それが世話クラブ・カ
ウンセラーが「お世話して本当に良かった」と感じる
からです。

学友のみなさんは、私よりはるかに若いです。日本に
はこんな言葉があります。

「若いうちは、買ってでも苦労をしろ！」
つまり、いずれその経験が血となり肉となるからです。
みなさん、苦労してください。

さて、学友・学友会には、大きな使命が三つあると考
えます。
一つ目は、もちろんこの同窓会のヒューマンネット

ワークを生かして、社会で活躍する事。
二つ目は、母国からの後輩の奨学生の面倒を見る事。
三つ目は、学友会及び学友が社会で活躍する事が、ひ
いては後輩のための米山記念事業を発展させることに
つながるからです。奨学事業は息の長い取り組みです
ので、みなさんは功を焦らず地道に頑張ってください。

残念ながら、音信不通になる学友がいるのも事実です。
みなさんは、せっかくの縁で知り合った世話クラブ・
カウンセラーの方とは必ず連絡をとってください。忙
しい時もあるでしょうから長い手紙でなく一筆箋程度
で十分です。そうすることによって、お互いに「出逢
えてよかった」気持ちが続きます。また世話クラブ・
カウンセラーが、新たな奨学生との出会いを楽しみに
するようになります。それが、人と人の輪を広げるこ
とになります。

最後に、関西学友会と地区米山奨学委員会は車の両輪
です。お互いに支えあいながら、ともに発展するごと
を念じています。

国際ロータリー 2660 地区

米山奨学委員会
2014-15 年度副委員長　
福田 治夫
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国際ロータリー 2660 地区
大阪ネクスト RC

カウンセラー
西村恵一

自分は時間的にも結構自由やし、やらせてもらいま
すって米山奨学生のカウンセラーになりました。
子どもいないんだから親の気持ちはわからないんだけ
ど、、、でもこの子と接してたら、自分はどうでもええ
けど、この子に苦労はさせられんみたいな気持ちが強
く強くわいてきた。

20 代の時、ロータリークラブのグループスタディエ
クスチェンジというプログラムでアメリカに行かせて
もらって、ほんとにかけがえのない経験をさせても
らって、このご恩をいつかお返ししたいと強く思いま
した。

親から「ひとの役に立つことせぇ」と日頃から言われ
てんねんけど、ぼやぼやしとったら 10 年 20 年ぼろ
くそに過ぎよる。。。
まあ今日は「感謝状もろたで」言うたら母も喜んでく
れるでしょう。。。

晴ちゃんへ「この一年なんにもしてあげられなかった
けれど一年間ありがとう。

なにもしてあげられなかったけれど、僕は子どもを
持った親の気持ちがわかったような気がしています。
これから進学も決まり、まだまだ大変だと思いますが、

僕があなたに願うことは、からだに気をつけて過ごし
てほしいということだけです。
僕も少しでも成長していきたいと思っています。これ
から一緒に成長していきましょう。
これからは 少しはあなたの力になれるようにがんばり
ますので、困ったときはいつでも相談してください。
あなたに出会えて
ほんまにほんま幸せです。」

カウンセラー
からの言葉	

米山奨学金と
私の関わり 

国際ロータリー 2660 地区

大阪難波 RC 奨学生 
馬煜然

大阪大学薬学研究科の修士二年生、馬ゆらんと申し
ます。出身地は、中国浙江省の嘉興市であり、学部
の五年間は、中国の北の地方、瀋陽で過ごしました。
2012 年 8 月、渡日して、大阪大学に入学することが
できました。また、今年の 4 月から日本の企業で働く
予定です。

　私は外国人であり、日本へ来た後一番感じたことは、
異文化の交流が増えてきます。研究室に、外国人が私
しかいませんので、たこ焼きパーティー、花見、国際
茶会などの活動を通して、日本の文化を体験しました。
また、大阪において外国人が多いですから、日本人だ
けではなく、色々な国の出身の友達が作られてきまし
た。同じ研究科の先輩が米山奨学生でしたから、ロー
タリー米山記念奨学会のことを初めて聴いて、とても
素晴らしいと思います。私は、「米山奨学会の支援を
頂いたら、どうになりますか」と思ったとき、想像で
きませんでした。

　その後、米山奨学生となります。懇親会、毎月の例
会および様々な活動を参加し、色々なことを勉強して
頂き、成長できました。

　まず、ここが、日本社会に触れる新しいアクセスで
あると思います。クラブの会員達が様々な業界のリー
ダーであることから、私は自分の所属する薬学に離れ
て、違う分野のこともたくさん聞いて、視野が広げて
きました。そこで、私の就職活動にも役に立って、自

分の考えを持ちながら、多面的に考える力を育てます。

　また、もっと多国籍の友達が作られ、異文化が深く
理解されます。人間とコミュニケーションの一番重要
なものは何でしょう。私は「真の心」と思います。ど
の国においても、どのような文化を持っても、嘘をつ
かないで、お互いを了解して友達を作ります。ロータ
リー米山において、同じ考えを持つ友達がいっぱい作
られ、私の宝物になります。

　この上で、日本だけではなく、世界へ探索する勇気
が出されてきて、奉仕の心も深刻に覚えてきます。私
にとって、国別という意識がだんだん薄くなり、どこ
でも友達がいると思います。従って、どこへも行って
みたいです。また、幸せの価値は、人によって違いま
すが、どんな形に関わらず自分にプラスになった部分
を世間に還元するような行動を行ったら、自分の喜び
も他人の喜びも実現できると考えます。ロータリー米
山を通して、「人間愛」と「自然愛」を含む奉仕の心
を深く覚えてきます。

　この一年間、物質的なものより、精神的に成長する
ことができます。これからも、ありがとうという気持
ちを持ちながら、ロータリー米山の理念をより多くの
人々に伝えたいと思います。
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一年の感謝  

国際ロータリー第 2660 地区　
2014 − 15 年度　ガバナー　

泉 博朗（Izumi Hiroaki）

「全員集合」集まれ〜〜
ガバナーより
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まり持たないとか、日本人は皆消極的で外国人に対し
て警戒心を持っているとか。しかし、日本に来て、そ
れは私の偏見であって、日本について多少は知ってい
たつもりだったのに、私は今まで本当の日本、そして
日本人を知らなかったんだと思いました。実際の日本
には、私のことを自分のことのように心配してくれる
人や、積極的に話し掛けてくる人も多くいます。

長い間問題になっている反日問題や、日本で強まって
いるヘイトスピーチなども、偏見が生み出した怒りや、
恨みによるもので、彼らは、本当の日本人を知らない、
そして、同じく本当の韓国人を知らないからだと思い
ます。国、そして、歴史や政治問題を中心に置かずに、
人と人として接することで、その心の壁を壊すことが
できると思います。

私は生まれた時からずっと教会に通っています。キリ
スト教で一番大切にしているのは、「愛」です。その「愛」
は、｢包容｣ であって、「理解」や「許し」、そして「哀
れみ」でもあります。私はそういう「愛」の溢れる人
になりたいです。そして、そういう「愛」が沢山積もっ
ていて、韓国、台湾、中国、そして日本の良いところ
を沢山紹介して、互いに持っている偏見を壊し、素直
に互いを見つめることができる番組を作るのが私の夢
です。

再びクレヨンしんちゃんのお父さん、ひろしの言葉を
借りて、私の話を終えようと思います。

「可能性が０になるとき、それは、“ あきらめたとき ”
あきらめなければ可能性は限りなく０に近くてもある
んだよ。」

夢のある奨学生の皆さん！
ロータリー活動を通じて学んだことを胸に刻み、それ
ぞれの道で日本と各国を繋ぐ次世代のリーダーになり
ましょう！

「人を見るとき大切なのは、見えるものより見えない
もの。
思いやり、純粋さ、素直さ、優しさ。
目に見えないものを大切にな！」

これは、クレヨンしんちゃんのお父さん、ひろしが映
画で言ったセリフです。人を見るとき大切なのは、目
に見えるものではなく、目に見えないものだ。これは、
私が米山奨学生になって、学んだ一番大切なことです。
今年の春、米山奨学生に選ばれ、早くも半年が過ぎま
した。この半年の間、米山奨学生として、色んな行事
に参加し、ロータリアンの方々や、多国籍の学友及び
奨学生に沢山出会い、貴重な時間を過ごすことができ
ました。

同じ留学生として、それぞれの夢に一歩近づこうと努
力している奨学生の皆さんや、留学生活を終え、今は
日本と各国の架け橋となり、自分の専門分野で活躍し
ている学友の方々、そして、そんな奨学生と学友を物
心両面から支援して下さるロータリアンの方々がい
る、素敵な環境に恵まれた私は本当に幸せ者だと思っ
ています。

私の世話クラブである大阪咲洲ロータリークラブで
は、ロータリアンの皆さんがいつも笑顔で迎えて下
さって、例会に参加する時、いつも温もりを感じます。
例会が終わった後いつも “ ありがとう ” と言って下さ

る会長さんを見る度に韓国にいる父のことを思い出し
ます。そして、就職活動をしている間は、クラブの皆
さんから大きな応援とアドバイスを頂き、最後まで諦
めずにやり抜くことができました。おかげで内定を頂
き、TV 業界で働く夢が叶いました。

また、例会以外の懇親会や、グルメ会などにも参加し
て、美味しいものを沢山ご馳走して頂きました。その
中でもグルメ会の時食べた日本食の土瓶蒸しがとても
美味しかったです。最初名前だけ聞いた時は虫を食べ
るのかと思って、心配しましたが、松茸が入ってい
る汁物の料理だということを聞いて、本当に虫の料理
じゃなくて良かったとほっとした記憶があります。

今まで参加したロータリーの行事で一番印象深いの
は、7 月に行われた米山総会です。そこには日本国内
だけではなく、韓国や台湾などの外国からも沢山の方
が来て下さいました。そして、OB の学友の方々も来
て下さって、そこは私が今まで目にしたことのない、
正に国境を越えた友情の場でありました。国と国、民
族と民族としてではなく、人と人として向き合い、素
直に接することができる場所でした。そして、それこ
そが今を生きる中で最も大事なことだと思います。私
は目に見えることだけを信じて人を判断することで偏
見が生まれるのだと思います。

私も日本に来る前までは、いくつかの偏見をもってい
ました。日本人は皆個人プレーで、他人には興味をあ

米山奨学金と
私の関わり 

大阪スクールオブミュージック専門学校
ＴＶ制作・ディレクターコース

馬　惠英（台湾）
世話クラブ：大阪咲洲ＲＣ

最優秀賞
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話クラブの皆さんに素晴らしい第一印象を見せたかっ
たからです。

「始めまして、宜しくお願いします」。ところが、例会
場に入ると、緊張のあまり、「励まして、ありがとう
ございます」と言ってしまいました。あわてて、「ご
めんなさい」か「すみません」かどちらを言えば良い
か困っていると、驚いたことに相手が、「大丈夫、そ
んなに緊張しなくていいから。」と私を励ましてくだ
さいました。それがきっかけで、米山奨学生として最
初に感じたことは歓迎と理解の気持ちでした。

世話クラブの皆さんは、私を丁寧に歓迎し、私が留学
生であること、日本語が完璧に話せないことなどを理
解していただいたのです。特に、カウンセラーの樋上
お父さんには大変お世話になり、お父さんの家に泊
まったり、一緒にソフトボール、ゴルフなどをしたり
しました。

また、ロータリーの青少年養成プログラム RYLA に参
加したことで、前に述べたリーダシップ力・コミュニ
ケーション力が大きく改善したことを感じました。

これらのスキルを利用して、国際親善・世界平和に貢
献できるような人材になるように活躍したいと思って
います。

以上で、米山奨学金を選んだ理由と米山奨学生として
感じたことを述べました。

最後に、このスピーチで一番大切なことを言います。
ロータリークラブの皆様、ありがとうございました。
これからも私を暖かく見守ってください。

ご清聴、ありがとうございました。

その一、米山奨学金を選んだ理由。
RAMANANARIVO MIHARY FIDERANA 様、 あなたは、
平成 26 年度本学大学院修士課程入学試験に合格しま
したので、通知します。」「やった」。

その翌日、「君はこれから、学費どうするの。」と先生
から聞かれました。私は「はい、私は、これからアル
バイトをたくさんして、アルバイトで学費を賄いたい
と思っております。」と答えました。「アルバイトばか
りすると研究はどうなるの」と先生が聞きました。先
生は僕がアルバイトすることを望んでいませんでし
た。

つまり、私がアルバイトで生活すると研究室から追い
出されてしまうかもしれないのです。

それで、研究室から追い出されないように、お金が欲
しくて奨学金に応募しました。しかし、お金の問題を
解決したかっただけだと、私がこの米山奨学金ではな
く、別の奨学金を選ぶことにしたでしょう。

なぜなら、別の奨学金では銀行振り込みだけで済ませ
ることができるし、毎回例会にわざわざ行かなくても
良いし、様々なイベントに行く義務もなく、非常に便

利だからです。では、なぜ私が別の奨学金ではなく、
米山奨学金に応募しましたか。お金以外にも別な理由
があるからです。

それはロータリークラブが奨学金とともに人材育成を
行っているからです。様々なイベントを介して、米山
奨学生がコミュニケーション力、リーダーシップ力、
などを高める機会が与えられるのです。

私はそれらの機会をつかみたいからこそ、米山奨学金
を選びました。また、銀行振り込みのように「機械」
ではなく、人と人とのやり取りで「心」を通わせて奨
学金が渡されるからです。そうすれば、与える方々に
も喜びの気持ち、奨学金をいただく私にも感謝の気持
ちが強く伝われるのです。

その二、米山奨学生として感じたこと。
　「始めまして、宜しくお願いします」、「始めまして、
宜しくお願いします」。それは、世話クラブの最初の
例会前に、何度も繰り返し、練習した言葉でした。世

米山奨学金を選んだ理由と
米山奨学生として感じたこと

大阪大学　電気電子情報工学専攻　
世話クラブ：摂津ＲＣ

RAMANANARIVO
MIHARY FIDERANA

（マダガスカル）

特別賞
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ので、奨学生の皆さんもぜひ生活の中の小さな異文化
を探してみませんか？

ロータリーには世界各国からいろいろな文化や習慣を
持った人が集まっています。今までいくつかの活動に
参加しましたが、お互いに仲良く、相手の文化を尊重
し、相手を気遣いながら活動をし　てきました。

ロータリーの活動こそ、相手を気遣い、思いやりの心
で異文化理解ができる最高の場だと言えるのではない
でしょうか。

私はこの活動を通じて、これからも、日本だけではな
く、皆さんの国の文化や習慣を知り、異文化の中から、
いろいろな価値観を見つけたいと思います。

そしてこの活動の中で「心遣い」つまり「相手を思い

やる気持ち」を身に付けていきたいと思っています。
来年、ロータリーを卒業しても、今の気持ちを持ち続
け、後輩にもこの「心遣いの大切さ」を伝えていきた
いです。

以上です。ご清聴ありがとさんでございました。

皆さん、こんにちは。
皆さんは、「日本での異文化体験」と聞けば、まず、
どんなことを想像されますか。お茶やお花でしょうか、
確かにこれは立派な異文化体験ですが、私はこの一年
で日常生活の中にこそ、おもしろくて小さな異文化体
験が隠れていることに気が付いたのです。

私は張雪晴と申します。昨年の 10 月に日本に留学し
て、今年の 4 月から大阪ネクストロータリークラブに
お世話になっています。例会では時々クラブの皆さん
に食事に誘っていただきます。ある日、そこで、「あれ、
なんでやろ？」と思ったことがありました。それはお
箸の置き方です。

中国では一般的にお箸を右側に縦に置きますが、日本
では、皆さんお箸を横にして置いています。「えっ、
横に置いたら、食べるときお箸を取りにくくなるんと
ちがう？」そう思って聞いてみると、日本では、お箸
の尖った部分を人に向けるのは失礼だということがわ
かりました。日本人は自分が食事をするときの便利さ
より、席の向こうにいる相手の気持ちを考えて、食事
をしているということに気づき、ここまで考えながら
食事をすることに驚きました。

相手の気持ちというと、こんな経験もあります。ある
日、もう夜も遅かったん ですが、ＪＲの京橋駅の改札
口の前で女の人にぶつかってしまいました。私はカバ
ンの中に入れた乗車券を探しながら下を向いて歩いて
いたからです。慌てて「すみません」と言うと、何と

相手の女性も「すみません」と言いました。悪いのは
明らかに私だったので、相手は謝る必要がなかったの
に、その人は確かに「すみません」と言いました。

中国ではこのような場合、ぶつかられた人が謝ること
はほとんどありません。「聞き間違えたのかな？」、「日
本人は礼儀正しい謝りよったんかな？」、その時はよ
くわかりませんでした。

でも、このようなことが、２、３度あった後、私は相
手の「すみません」は謝っているのではなく、「お互
い様ですよ」という意味で、うっかりぶつかってしまっ
た私の気持ちを気遣ってくれたことに気が付きまし
た。この言葉を言われたとき、確かに私は「あ、しまっ
た」という罪悪感がなくなって、気持ちが楽になりま
した。そして、驚くことに、いつの間にか私も他の人
にぶつかられたとき、自然に「すみません」と言って
いました。

それだけではなく、「すみません」と言いながら、私
自身が心地よく感じていることにも気がつきました。
みんながこのような気遣いを持っていれば、忙しく慌
ただしい毎日も気持ち良く生活できるのではないかと
思います。

奨学生の皆さんは、皆さんのそれぞれの国にももちろ
ん相手を気遣い、思いやる言葉や行動があると思いま
す。私たちはつい、自分の国の習慣や文化を中心に考
えてしまいがちですが、せっかく日本で暮らしている

私の小さな
異文化体験

大阪ﾋﾃｸﾉﾛｼﾞｰ専門学校　日本語専攻
世話クラブ：大阪ネクストＲＣ

張 雪晴（中国）

優秀賞
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がだんだん縮んでいると思い、最近ではお父さんおじ
いさんにやるように甘えたりすると先生方達も息子、
孫のように可愛がってくださっています。決まった就
職先を報告すると家族のように喜んでいただいたのは
一生忘れられないと思います。
　ここまで、私が感じていたロータリーは奉仕と助け
合いとは少し違う、家族のような愛の集まりで社会生
活での不満やストレスを癒してくれる場所だと思って
いました。しかしこれは私の短い考えでした。
　最初のオリエンテーションのとき奨学生一人一人簡
単なスピーチで私は「家族でも 1 枚のレポートだけ
をみて 10 分程度の話をしただけで月々大きい金額の
お金を出すことはそう簡単にできないといいました。」
これはロータリーアンの先生方達が私たちを信じてい
るということでありロータリーの奉仕と助け合いはつ
まり、奨学生である自分に対しての理念だったという
ことです。私みたいな留学生は家族と離れていること
と長い一人生活で失っていた家族のような暖かい雰囲
気と暖かい関心といった信頼のある思いやりが常に
欲しいというのは皆さんも共感できると思います。　
ロータリーの歌でそれでこそロータリーという歌があ
ります。どこであってもやぁと言おうよ見つけたとき

にゃおいと呼ぼうよ遠いときには手を降って合おうよ
それでこそロータリーちう歌詞なのですが、ロータリ
アンの先生方達はロータリーの奉仕と助け合いを暖か
い関心とフレンドシップとして私に見せてくださった
のです。そんな先生方達に感謝の気持ちを伝えるため
に私はこの席に立っています。

　先生方達の犠牲があったからこそ私たちは先進の教
育をうけ、自分の未来を設計する事ができると思いま
す。私たちはこの辛い留学生活の中で癒してくれた先
生方達のやさしい笑顔やサポートを絶対に忘れてはい
けません。また、奨学金をもらっただけで終わりとい
う考えもしてはいけません。私たちはもらったばかり
ではなく、今まで受けてきたように将来私たちが社会
の主流になったとき、その時代の未来のある若者達の
全部返すべきものではないでしょうか。そうすること
で、先生方達の意志とロータリーの理念を続けるのが
私たちが米山奨学生として選ばれた理由ではないで
しょうか。私たちは今誰かに奉仕したり、互いに助け
合ったりすることはまだ若干難しいと思います。しか
し、私は今誰かに助かっている、奉仕してもらってい
る事実を絶対忘れず、先生方達の意志を続けるために
もお互い頑張りましょう。以上香里園ロータリークラ
ブ米山奨学生、摂南大学パクサンウンでした。ご清聴
ありがとうございました。

　2014 年 4 月 8 日私が米山奨学生としてカウンセ
ラー先生と出会った日です。「どんな方だろう。どん
な話をするんだろうと」先生を待つ間ずっと悩んでい
ました。そこで先生がいらっしゃって簡単な挨拶の交
換の後、またしばらく沈黙が続きました。「なんか話
せねばいけない。で、何を話したら？研究の話をしよ
うかな？なんで日本の留学を決めたかの話をしようか
な？」と悩んでいる私に先生は「お酒はすきですか？」
と
　お酒は好きだといっても留学してからはアルバイト
やら、勉強やらであまりお酒を飲む機会が少なかった
私に、そして、こんな難しい研究をやってます。よこ
うこうして日本の留学をきまましたという長大なス
トーリを作っていた私は、「はい、日本酒が好きです。」
と氷が解けるような気持ちで答えました。これがわた
しの米山奨学生の始まりでした。
　
　オリエンテーションで米山奨学生としてまず、最初
にやるべきのことはロータリーアンの先生方達の名前
を覚えろということもあり、「よし頑張るぞ。」と思っ
ていたところで念願の初の例会の出席日でした。「摂
南大学のパクサンウンですよろしくお願いします。」
を 10 回くらい言った後大きな問題が発生したことに
気づきました。自分は一体どの先生に挨拶をしたんだ
ろう。あの先生に挨拶したっけ。と一人でよくもパニッ
ク状態になったのです。そんな緊張であたふたしてい
る私に先生方達は微笑みを送ってくださいました。

　数日後、移動例会でみんなで夕食をとる日がきまし
た。そば屋での移動例会で定期例会とはちょっと違う
雰囲気で私の緊張も最初よりは少し解けていました。
その移動例会で先生方達のロータリーアンとしての気
持ちはもちろん今の日本の政治、経済問題、また、私
が韓国人ということもあり歴史問題など多くの話を聞
くことができました。また、私もお酒の力を借りて一
緒にその話に参加させていただき、いろいろ勉強がで
きたと思います。しかし、次の日、二日酔いで半分死
んでいる状態だったのはしばらく内緒でした。

　今の日本について討論し、答えを見つける。そして
未来の対策など、今だけを楽しんで今だけを生きよう
としている人たちに囲まれていた私には衝撃でした。
それをひっくり返す先生方達の姿はまさに今の日本を
築いた人たちの姿でした。

　その後もお酒の席に何回も呼ばれて先生方達ともっ
と近くなることができたと思います。また、今までやっ
たことのない田植えやぶどう狩り、ライブ公演など留
学生活で経験したことのできない日本の文化を体験し
たりして、また、そこでいろんな人との出会いで幅広
い分野の話を聞くことができ、私は奨学生になってか
ら学問以外に人生についてもたくさんの勉強ができた
と思います。

　こういった活動などで、私的には先生方達との距離

それでこそ
米山奨学生

摂南大学　電機電子工学専攻
世話クラブ：香里園ＲＣ

朴　商云 
パクサンウン（韓国）

特別賞
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　まず１つ目は、人前で話すことを避けていた自分
が、今のように、多くの方の前に立ち、このようにス
ピーチをすることが既に自分の想像を超えておりま
す。ロータリー米山奨学生になってから、いくどとな
く人前に立って話す機会はありましたが、正直未だに
緊張してしまいます。しかし、最初に比べて慣れまし
た。苦手意識を変えることによって克服できると信じ
ています。チャンスに恵まれた環境で自分自身を磨き、
もっと思いを伝えられるようになったらと思っており
ます。

　２つ目は、台湾や日本の文化への理解を深めようと
していることです。異文化交流の会話の中で、台湾に
ついて質問されても上手く答えられず反省することが
多かったため、改めて自分の国のことを理解すること
に努めました。また、日本で生活する
ことがきっかけで日本の歴史の深さに感激しました。
奨学生となったことで、生活に時間的な余裕ができま
したので、少しずつではありますが、世界遺産巡りや
お城巡り、また日本の伝統的な文化体験、例えば茶道
や華道といったことを経験したいと思います。

私はごく普通の女の子でした。今まで家族、友人、先
生そしてロータリー米山奨学会の皆様に支えられたこ
とによって、夢を叶えられたと思っており、感謝の気
持ちでいっぱいです。これからもロータリー米山奨学
生となって得た経験を生かして、誇りを持ちつつ、挑
戦する心と奉仕の精神を忘れずに頑張っていきたいと
思っております。

私は郭名純と申します。見た目通りにごく普通の女の
子です。１９８８年に台湾のごく普通の家庭に四人兄
弟の末っ子として生まれました。末っ子と言えば、甘
えん坊で受け身というイメージを持っておられる方が
多くいらっしゃると思います。「そんなことはありま
せん。末っ子は長男、長女に負けないくらいに面倒見
がよく、しっかりしていますよ」、と言いたかったで
すが、残念ながら、私の場合では否定できません。私
の上に姉２人と兄１人がいます。一番年上の姉とは 7
歳の年齢差があるため、親だけではなく、兄弟にも甘
やかされてきたと思います。そうはいっても悪い意味
ではありません。常に先にいる兄弟に色々教えてもら
えるということです。そして、いつか何があったら、
先に兄弟に相談し合うようになりました。凄く仲の良
い兄弟です。

　しかし、大学卒業後に日本へ留学することを決意
し、初めて家族の保護の下から離れることとなりまし
た。最初の数ヶ月は日本語の聞き取りすら慣れなくて
大変でした。実家が恋しくなることが多くありました
が、台湾にいる家族を心配させないように弱音を吐く
わけにはいかない、と思って連絡を抑えることにしま

した。そうしたら、徐々に自分一人の力だけでも様々
な問題を乗り越えられるようになりました。甘えん坊
だった自分が、周りの同じ留学生の友人たちから頼れ
る存在と思われました。これは日本に来てから初めて
感じた成長でした。そして、親元を離れてから、家族
の有り難さを再認識することができました。今まで家
族にやってもらって当たり前と思ったことが、全然当
たり前のことではないと、ようやく気付きました。

　今までの留学生活を振り返ってみると、2 年半とい
うのはあっという間でした。来日して 1 年目に語学学
校を通いまして、先生や友人に恵まれ、日本語の学習
に関して楽しい思い出がたくさんできました。その後、
更に日本の大学院に進学することになりました。院生
になって学業に励んでいた日々に重大な転機が訪れま
した。それは、ロータリー米山記念奨学会にお世話に
なったことです。今年の 4 月にロータリー米山奨学生
として活動し始めてから、自分は確実に成長している、
と実感したことがいくつかあります。

日本での成長と
今後の抱負

関西大学　ガバナンス研究科
ガバナンス専攻
世話クラブ：大阪中之島ＲＣ

郭名純（台湾） 
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んどん飛ばしてくる、そういう福原選手に対して敵意
を感ずるわけがありません。国境を超え、お互いの理
解を深め、偏見を無くす、そのチカラは正に、文化交
流にあると思います。

　国際親善はロータリークラブの活動趣旨の大きな
テーマの一つであります。米山奨学会は我々数多くの
留学生を扶助してくださる理由は、単に我々の学業に
手を差し伸べることだけではなくて、一人でも多く、
国際親善事業の未来の力になってほしい、という願い
だと思います。

そのために、我々米山奨学生はロータリークラブでお
世話になり、ロータリアンの皆様と付き合い、卓話や
いろいろな活動などを通じて、ロータリー精神を実践
しながら、日本の文化と深く接して、体験して参りま
した。そして我々は将来、一つ一つの架け橋となり、
日本と母国、国々の間の文化交流の力になりたいと改
めて強く思いました。

　「福原愛がいる限り、日中間の戦争なんてありえな
い」というコメントがありました。もちろんこれが冗
談に過ぎない話ですが、私は敢えてこう望みます。我々
米山奨学生は、少しでも多く、国際文化交流に努力を
積み重ねていけば、戦争のない世界へ一歩、また一歩、
確実に踏み出していくのではないでしょうか。

　最後になりましたが、ロータリー米山奨学会に深く
感謝いたします。ご清聴ありがとうございました。 

　皆様、こんにちは。中国からの留学生、ゴ　ケイハ
ンと申します。大阪大学大学院情報科学研究科所属、
拡張現実感について研究しております。現在、茨木
西ロータリークラブでロータリアンの皆様にお世話に
なっております。本日はどうぞよろしくお願いいたし
ます。

　先月、第 17 回アジア競技大会が韓国の仁川（イン
チョン）で開かれましたが、皆様は試合をご覧になり
ましたでしょうか。私はほとんど観られませんでした
が、毎日スマホで日本と中国の新聞記事、ニュースを
読んでおりますので、何か面白い事がありましたらす
ぐ目に入ってきます。

そこである日に、ある試合のニュースに目を奪われま
した。それは中国のメデイアによる、女子卓球団体の
決勝戦の記事でした。結果としては中国が 3 対 1 で日
本をおさえて勝利を収めましたけれども、どうやらこ
の結果より、もっと注目されていたこと、いや、もっ
と注目されていた人がいました。

すでにお分かりの方がいらっしゃると思いますが、そ
れは日本の福原愛選手でした。

　この二年間、領土問題の原因で、日中関係はかなり
悪化してしまいました。中国での反日行為が活発し、
インターネット上にアップロードされた記事が日本に
関するものであれば、ほぼ間違いなく後ろに酷いコメ
ントや、日本に対する悪口雑言が次々に付いてきます。

しかしこのような背景の中で、先ほど申し上げた卓球
試合の記事の下を見たら、悪口が一切無く、あったの
は福原愛選手への称賛と応援のみ。

よく記事を読めば、試合当時多くの中国人観客が中国
の選手ではなく、福原選手を応援していたことがわか
りました。しかも試合後の取材についても、福原選手
の内容が真先に書かれていて、まるで中国側の選手が
脇役になったような感じがしました。

　どうしてこれほどの差があったのでしょうか。なぜ
日中関係がこのように冷え込んだ時期でも、福原選手
が中国人にこれほど愛されているのでしょうか。その
理由はやはり、福原選手が長年、中国での勤学生活を
経て、卓球を含めて中国の文化もたっぷり身に付けた
のではないでしょうか。

生っ粋の中国東北方言を操って、笑いながら洒落をど

国際親善に
文化のチカラを

大阪大学　情報システム工学専攻
世話クラブ：茨木西ＲＣ

仵启帆
ゴケイハン（中国）
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次に、奨学金そのものから得られたことについて話し
たいと思います．簡単に言いますと心の余裕をいただ
きました。もちろん、奨学金により経済的な安定もい
ただきましたが、それは最終的に心の余裕につながり
ます。今までは自分のことだけで精いっぱいでしたが、
経済的に安定して、他の人のことを考える余裕ができ
るようになりました。私の所属しているロータリーク
ラブは盲導犬の施設や定時制高校生や中学校の吹奏楽
部等の経済的な応援をしたりして、植林活動もしてい
ます。このような周りの人が社会奉仕をしている状況
の中で、心に余裕ができた私も社会奉仕をしたくなり
ました。社会からもらってばかりいましたが社会に何
かの形でお返ししたくなりました。実際に去年からは
動物の保護施設に遊びに行くようになったり、病人の
英語通訳をやったりして、明日はマレーシアでホーム
ステイするインターアクトの子供たちのところに遊び
に行き、マレーシアでホームステイするためのマレー
シアの基礎知識について話します。

こういった理由で米山奨学金は本当に素晴らしいと思
います。奨学金を留学生に渡すだけではなく、間接的
に社会に貢献する教育もし、その貢献をする場も与え
てくれます。

米山奨学生になり、社会のエリートから刺激を受け、
たくさんのためになる話を聞き、さらにたくさんの多
国籍の友達を作ることができ、私は人間として本当に
豊かになったなと思います。４月のオリエンテーショ
ンでもお話しましたが、去年米山奨学金の面接に受
かった時に、別の金額がより高い奨学金団体からの最
終面接のご案内が届きました。米山奨学金は学校推薦
のため断ることはできませんでしたが、もし過去に戻
り自由に選べられたとしても、私は迷わずに米山奨学
金を選んでいました。なぜなら，奨学金の金額で表せ
ないぐらい貴重な体験を得られるからです。

最後に、このような貴重な経験を，ぜひ、留学生の後
輩たちにもしていただきたいと思います。しかし次世
代の留学生がこの奨学金をもらい続けるには、ロー
タリアンの方々、現役の奨学生とＯＢ・ＯＧの方々
が、それぞれの役割を果たさなければなりません。そ
うすれば、これからも米山奨学金はきっと、５０年、
１００年、１０００年も安定して存続できると思いま
す。私は今、現役奨学生として一生懸命に活動に参加
し、卒業後はＯＢとして活動に参加し続けます。そし
て、３０年後研究者として成功したときに、今度は私
がロータリアンとして次世代の留学生の援助をし、世
界平和のための懸け橋になりたいと思います。

私は１年半米山奨学金をもらい続けることができて感
謝の気持ちでいっぱいです．それはたくさんのお金で
買うことのできないことを頂いてきたからです．ロー
タリアンの方々，米山奨学金のＯＢ・ＯＧの方々，他
の奨学生が私にたくさんのことを与えて頂きました． 

まずはロータリアンの方々からは刺激をいただきまし
た．ロータリアンの中には政治家，医者，社長，弁護
士等様々な職業の方々がおられ，どなたもご自分の分
野において成功してきた社会のエリートの方々です．
私は将来，自分の分野において成功した人と評価され
たくて、てっぺんまで登りたいのですが，既にてっぺ
んにおられる方々に囲まれて，私にとっては最高な刺
激になっています．ロータリアンの方々を見て，もっ
ともっと頑張らないといけないなと思います．

また，ロータリアンの方々からはたくさんのためにな
る話をいただきました．私たちは毎月例会に参加して
います．その中で，私は卓話を聞くのが好きです．面
白いか面白くないかは別として，必ずその卓話から何
かを得られます．この間、魔法瓶のメーカーの社長の
話を聞いて、会社はこのように設立され、このように
大きくなり、このように次の世代に託されるというこ
とを学ぶことができました。

他にも，地区協議会のような場の場合はロータリアン
の方々の本音を聞くことができます。私たち奨学生に
何を求められているのか、何を期待されているのか、

なぜ寄付をしてくださるのかを聞くことができます。
その話を聞いて、私がもしロータリアンの場合を考え
たらすごく納得できるお話しです。私の聞いてきた話
を自分なりに解釈しますと、ロータリアンの方々が私
たち奨学生に求めているのは、ただ単に一生懸命に学
校に集中しながら、一生懸命に家族のような感覚で胸
に飛び込み，様々なロータリー活動や遊びに楽しく参
加し、たくさんの多国籍の友達を作ることです。また
なぜ寄付をするのかはロータリアンの方々皆様々で
す。社会奉仕をしたいという気持ち、優秀な学生を援
助したいという思い、そしてその留学生に日本との懸
け橋になってもらい世界平和につなげたいという気持
ちを持ってらっしゃる方が多いかと思います。私のカ
ウンセラーの場合は何等かの形でご自分がこの世に生
きていた証を残したく次世代の人間を援助することが
最も効果的だと話されていました。

次に、現役奨学生，OB・OG からはたくさんの楽しい
思い出をいただきました．奨学生になりたくさんの活
動に一生懸命に参加し，とても楽しかったです．私た
ち奨学生は母国との架け橋になることを期待されて
いますが正直に言わせていただきますと，それが私に
とってはすごく難しい課題であり，具体的に何をすれ
ばいいのかがわかりません．しかしとりあえずたくさ
んの新しい多国籍のお友達を作ることができまして，
母国との架け橋になる目標には一歩近づけられたので
はないかと思います．

米山奨学金の
本当の価値

大阪大学　
知能・機能創成工学専攻
世話クラブ：大阪城東ＲＣ

アリフ・ザイニ
（マレーシア）
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ん。町並みも道路もとても清潔で、最初は日本の道路
は全部新設した道路だと勘違いした ぐらいでした。

どこのお店に入っても、店員さんが元気に「いらっしゃ
いませ」と挨拶し てくれたり、笑顔いっぱいでサービ
スを提供してくれたりしています。
国を出る前の私にとっては、日本社会を知る手段とし
て、アニメを見るぐらいしかなか ったので、本当の日
本の姿をなかなか知ることができませんでした。実際
に日本にやって
吹田クラブ テキショウ
きて暮らしてみると、初めて日本はこんなにすばらし
い国なんだと衝撃を受けました。や はり、2 つの国同
士の理解を深めるためには、民間の人々の交流を拡大
することが一番大 事かつ有効な手段だと強く思いまし
た。私は、このすばらしい日本をぜひ中国の人々に紹 
介したいと思っています。将来、日本の情報の 1 つの
発信源として日中両国の架け橋とな って、両国の民間
交流の促進に力を発揮したいです。

 私のスピーチは以上です。ご清聴ありがとうございま
す。

みなさん、こんにちは。吹田ロータリークラブのテキ
ショウと申します。クラブの皆様 に大変お世話になっ
ています。現在は大阪大学大学院で建築について研究
しています。本 日はどうぞよろしくお願いいたします。

昨年の 9 月に大学から米山奨学金の推薦をいただき、
緊張した雰囲気の中で 1 月の面接 を経て、2 月によう
やく待ちに待った奨学金合格のお知らせをいただきま
した。たくさんの 仲間が途中で失敗し最終合格に辿り
付かないことを目の当たりにすると、自分がどんなに 
幸運であろうと強く感じました。改めて僕を選んでく
ださったロータリーの方々へ心の底 から感謝したいと
思います。

初めて吹田ロータリークラブの例会に参加した時、一
人の平凡な学生としてどうやって 会社のトップたちで
あるロータリーの方々と接したら良いか戸惑って、す
ごく緊張しまし た。しかし、自己紹介が終わったあと、
皆様が親切に声をかけてきて、勉強のこととか、 生活
のこととか、就職活動のこととかいろいろ聞いていた
だきました。私が想像していた ような、いつも厳しそ
うな顔をしている社長のイメージを覆し、皆様がむし
ろ親のように 非常に優しく暖かく話してくださいまし
た。

初回目の例会後、クラブの皆様が多忙にもかかわらず、

僕のために時間を作って歓迎会 も開催してくださいま
した。僕たった一人のために、二三十人ものロータリー
アンの方々 が集まってくださって、本当に感謝の気持
ちでいっぱいです。また、8 月に国に帰って結 婚して
きたあと、9 月の例会では、カウンセラーの石井さん
がわざわざ僕の嫁を例会場ま で呼んでくださって、会
場でたくさんの祝福の言葉をいただきました。

おかげさまで、嫁 がとても喜んでいました。この半年
間の間、私は本当に暖かい大家族に入ったように、充 
実した楽しい時間を過ごすことができました。

ロータリークラブが社会のために、ずっと奉仕活動を
行い続けていることに感銘を受け、 私も将来社会のた
めに、何か貢献したいと考えています。私は高校卒業
後、日本に留学し にきて、福岡の日本語学校、大阪大
学の学部を経て、今年で 8 年目となります。

初めて日 本へ着いた時のことを今でも鮮明に覚えてい
ます。福岡空港へ到着した時、初めて飛行機 に乗り国
を出た私にとって何でも目に新鮮に映ります。

ワクワクした気分で空港から出て きて、ふっと顔を
上げた瞬間、目の前に広がる果てのない青空に感動し
ました。環境破壊 が深刻化している中国では、今やこ
んなにきれいな空を目にすることはほとんどできませ 

米山奨学生
として
感じたこと

大阪大学　情報システム工学専攻
世話クラブ：吹田クラブ 

テキショウ（中国）
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　皆様のお陰様で、ロータリー米山奨学生として現在
の大阪御堂筋本町ロータリークラブでお世話になり、
また大阪御堂筋本町ロータリーアクトクラブに入るこ
とができ、誠に光栄の至りでございます。

　いま、半年前のオリエンテーションを振り返ると、
あの時の私は、とても緊張していました。宴会の終盤
になって、個人紹介の小スピーチに行くときに、カウ
ンセラーの岡野さんが私の汗だくの手を握って、「大
丈夫、大丈夫だよ」と声をかけてくださいました。そ
の言葉が私をとても安心させてくれたことを今でもよ
く覚えています。

それから一週間後、初めて例会に参加して、卓話を聴
いて、緊張しながらも興奮していました。その時に卓
話していた方は、パリで指揮者をする阿部加奈子さん
で、テーマは「音楽を国境を越えて～オーケストラ指
揮者の仕事～」となっていました。

異国のフランスで全く言語がわからないなか奮闘して
いた加奈子さんの音楽を通じた異文化交流の話は、い
きいきとしていて、今でも鮮明に覚えています。いつ
か、こんなふうに日本留学で得られた感動を人に伝え
たいと思いました。

のちにちょうどご縁があって大阪中央ロータリークラ
ブでの卓話のチャンスをいただきました。同じ地区に
所属しているロータリークラブの間だけでなく、留学
生としても異文化交流を図ってクラブの枠を超えた活
動もできることのすばらしさを身をもって感じまし
た。

　また、現在お世話になっている大阪御堂筋本町ロー
タリークラブのロータリアンのご紹介で大阪御堂筋本
町ロータリーアクトクラブに入会することができまし
た。大阪御堂筋本町ロータリーアクトクラブは、主に
３０才以下の若い青年たちが集まって、大阪市内を拠
点としたさまざまな地域交流やボランティア活動を行
う団体です。

毎月に二回例会を開催していますが、毎回の例会には
活動報告という時間が設けられています。初めて私が

ロータリーアクトクラブに参加した時に、最近の活動
報告として「東北支援」に関する報告がありました。
被災地に行ったことのあるわたしにとっては、共感で
きるところが多かったです。ほぼ同じ年代層で、大学
という枠を飛び出して異なるバックグランドや異なる
専門をもつ方々との交流ができて、若者ならではのパ
ワーを身をもって感じることができました。

一人一人の人間にできることは本当に小さいかもしれ
ません。しかし、異なる分野、異なる経歴、異なる文化・
民族などの方々の協力で、一人ひとりの力を合わせれ
ば、きっと大きな力になると信じております。

ロータリークラブは本当に社会にある個々の力を結成
する場だと考えています。これからも、分野や文化、
民族などの壁を越えたロータリーの活動に尽力したい
と思います。

面接の際の、「貴方が米山奨学金に応募した理由を聞
かせてください」という質問は、未だに記憶に新しい
です。緊張気味だった私は、その時このように答えま
した。「私は、日本にきて、初めは東京で日本語を学
びました。その後、毎日語学の勉強と大学の受験準備
などに取り組んできました。大学の合格発表は、３月
９日でした。先生や友達など周囲の人達の支えのお蔭
で、私は無事に志望校に合格しました。

２日後の１１日に、いつものように電車に乗って新宿
にある家に帰ろうとしましたが、秋葉原駅に着いて電
車のドアが開いた瞬間に、駅が揺れていることに気が
つきました。その後、どんどん横揺れが激しくなり、
車内にいた私は大きな揺れを感じていましたが、こん
なに大きい地震を身をもって感じたのは、そのときが
生まれて初めてでした。

車内で待つのか、駅をでて避難するのか迷って独り言
をつぶやいていた私の様子を見て、隣にすわられてい
たおばあさんは、『大丈夫、きっと大丈夫』と優しい
言葉をかけてくださいました。

その一言は、思い出すたびにいつも安心感を与えてく
れます。そのことがきっかけで『いつかはその時にう
けたあたたかい親切のお礼を何らかの形で日本に返し
たい』と考えるようになりました。大学にはいってか

大阪大学　
日本語専攻世話
クラブ：大阪御堂筋本町ＲＣ

潘 自力（中国）

ひろげたい！
人づくりの輪

ら、専門を究めるとともに、あの時、いつかは恩返し
をしたいと思ったことも忘れませんでした。震災が起
きた直後は、大学による震災ボランティア活動の自粛
の発令の関係もあり、なかなか直ぐに被災地へ駆けつ
けることができませんでした。二年たって大学三年生
の今、やっとチャンスが見つかって、大阪大学の復興
支援ボランティア活動に参加して、現地の状況に詳し
い専門の方々と一緒に現地に行くチャンスを得ること
ができました。

岩手県の野田村というところで復興支援の活動や、現
地住民に元気をもたらすお祭りの準備などに微力では
ありますが携わりました。その時になって感じたのは、
大学生や大学の専門の方々は、大学という組織の枠の
中にいることや、時間や資金の都合などがあるため、
できることが限られています。『もっと、枠を超えた
連携はできないのだろうか』と考え始めました。ちょ
うどその時にロータリー米山奨学生の募集を知りまし
た。

添付された紹介の内容を見ると、『ひろがれ！人づく
りの輪』などのスローガンが目にとまりました。枠を
超えた関係づくりを支援するロータリー米山こそ、私
がしたいことを応援してくれるのではないかと思い、
早速応募して所属の学部や大学の選考を経て、今日の
面接に至りました」。
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くら能力が優れていても空回りするだけですが、二つ、
三つと噛み合っていけば、きっと無限の力を発揮でき
るでしょう。

ロータリーが大事にする国際親善や職業奉仕の価値観
は、世界中で共有されている、その事実をロータリー
活動を通して身をもって知りました。
日本のロータリークラブを経験できたこと、世界の
人々と出会えたこと、また、幅広く国際活動ができた
こと、毎月の貴重な奨学金で留学生活の質を高められ
たこと等、その全てがみな、米山奨学生であったから
こそはじめて、達成し得たことだと感じています。

大学を卒業した後、私は軍隊に入るために一時期帰国
致しますが、除隊後はいつでも日本にきて再びロータ
リークラブを訪れたいと願っています。そして韓国で
は後輩や所属するコミュニティーに、経験した日本を
熱く語り伝え、両国の深い友好を図って参りたいと思
います。願わくば、私も将来ロータリアンとして国際
親善の価値観を共有し、働いてゆきたいと思います。

日本留学の期間、皆さんから頂いた沢山の御恩に報い
るために、私は次世代へこの思いを継承していこうと

決心致しました。これから留学に行こうと思う人や、
豊かな国際経験を望んでいる人に私は力の及ぶかぎり
手を差し伸べ、役立っていきたいと思います。お世話
してくださったロータリアンの方々と同じく、優しい
まなざしを持ってロータリー精神を次世代につないで
いきたい、そう願っています。

以上でスピーチを終わらせて頂きます。
ご静聴ありがとうございました。

こんにちは、米山奨学生の金東右と申します。近畿大
学の総合社会学部４年生で、現代社会学と外国語を専
攻しています。お世話になっているクラブは東大阪東
クラブです。本日はどうぞよろしくお願い致します。

大学卒業を目前にして感じるのは、米山奨学生になれ
て本当によかったということです。私の日本留学生活
は、米山奨学生になる前と後とではっきりと分かれる
くらい、ロータリーを通じて本当に貴重な体験ができ
ました。

中でも国際親善とロータリー精神とは何かについて身
を以て体験したことが、最も大きくかけがえのない成
果だったと言えます。毎月うかがう例会では様々な職
種のロータリアンの方々とお話ができます。

ロータリアンの方々は日本のことやロータリーについ
て、とても分かりやすく説明して下さるので、私もす
ぐに日本に慣れて、ロータリー活動も積極的にやって
こられたと思います。

今年の５月、私は第２６６０地区の推薦で国際 RYLA
に参加しました。RYLA とは、青少年リーダーシップ
養成プログラムのロータリー活動をさします。今年
はシドニーに世界の若者たちが大勢集いました。世界

２２カ国、７１名の参加者たちと、十日ほど共に生活
をし、私たちは友好を育みました。国際ライラで国際
的なネットワークを広げたことは、私にとって一生の
宝物となっています。

また学友会の様々な催しに参加し、米山奨学生を卒業
された方々とも楽しく時間を過ごして参りました。先
輩奨学生たちと会話をしていると、気持ちが和やかに
なります。

ロータリー活動を通じて私が心から感じ得たものは、
「外国はあっても国境はない」、つまり、どんな国の人々
とも、国境を越えて通じ合えるという真実です。この
活動に取り組んでいる方々はみな、地球規模の広大か
つ柔軟な考えを持っておられます。

高い水準の職業倫理を持って地域社会で職業奉仕をな
さるロータリアン、そしてロータリーのメッセージを
次世代に伝えるロータリアン。そのみなさんがそれぞ
れ、国際親善大使だと思います。２年間、米山奨学生
として、僅かではありますがロータリーを体験させて
頂きました。

ロータリーのシンボルマークである歯車は世界に広が
り、堅くつながり合っています。一つの歯車では、い

近畿大学　
総合社会学専攻
クラブ：東大阪東ＲＣ

金 東右（韓国）

次世代につなぐ国際親善と
ロータリー精神
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2014 年度 (2014-2015) 米山奨学生学友会の年間スケジュールです。 

日付 行事内容 場所

2014/4/8 2014 年度米山新奨学生オリエンテーション ヴィアーレ大阪

2014/5/18 2013 年度米山学友会第 3 回役員会 第 2660 地区ガバナー事務所

2014/7/6 2014 年度米山総会及新規奨学生歓迎会 KKR ホテル大阪

2014/9/6 夏懇親会：一泊二日
びわ湖大自然を満喫
耐力／体力大会所

2014/9/27 朗読劇（The 米山？？）撮影会　 希来里（イコーラムホール）

2014/10/12
地区奨学金委員会主催
米山奨学生レクリエーション大会

宝塚劇場

2014/11/8
第 4 回　国際ロータリー第 2660 地区
米山奨学生ふれあいスピーチコンテスト応援参加

ホテルニューオタニ大阪　

2014/11/24
（母子家庭ー X'mas in USJ) 池田くれはﾛｰﾀﾘーｸﾗﾌﾞ主催。
楽しいクリスマス会 in USJ に応援予定。

ユニバーサルスタ - ジオ

2014/12/5 ＲＩ 2660 地区 2014 ～ 2015 年度地区大会 都シェラトンホテル

2014/12/5 ＲＩ 2660 地区 2014 ～ 2015 年度地区大会 フェスティバホール

2014/12/6 2014 年年末忘年会 Sound Boots　

2014/12/27

（第 12 回ロータリー X'mas in USJ) 
大阪ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｼﾃｲﾛｰﾀﾘーｸﾗﾌﾞ主催。
施設の児童を招待し、学友会は一日親として：応援予定。

ユニバーサルスタ - ジオ

2015/1/17 米山奨学会選考試験の応援参加 大阪ＹＭＣＡ

2015/1/25 2014 年米山学友会第 2 回役員会 ６年３組梅田分校

2015/1/25 企業見学会ー大澤本家酒造 ( 株 ) 伝統産業
日本酒貯蔵工場ー蔵見学

2015/2/28 地区奨学金委員会主催の米山記念奨学生終了式、歓送会 ﾊｲｱｯﾄﾘｼﾞｪﾝｼｰ大阪

2015/3/14 2015 ー 2016 年度　米山感謝祭 KKR 大阪ホテル

2015/2-5 月 関西学友会会報（３1 号） 編集・校正・印刷・図案
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2014.04.10 
オリエンテーション

2014.07.17 　総会

2014.09.07　夏懇親会

2014.10.1　宝塚観劇

2014.11　韓国総会

2014.12　台湾総会

2015.01.25　企業見学

2015.02.28　終了式

2015.03.14　感謝祭

2014.12.06 　忘年会

2014.12.5　地区大会
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何玉翠　手記

初韓国総会～
関西チーム 9名

2 泊 3 日 LCC 航空で初韓国総会に参加、関西チームと
して米山奨学委員、学友、奨学生そして台湾学友も含
め一行 9 名の現地集合です。韓国語はできないでも現
地に学友が待っている、不安の気持ちよりもわくわく
楽しみです。

韓国に到着後、即バスで空港からホテルへ移動、右も
左も分らない私たちがでもテンションだけは高い。早
く総会の開始と皆さまに会えることで胸に期待の気持
ちがいっぱい詰めて・・でも『焼肉・キムチ・参鶏湯・・・・』
食べ物ばかりとあっちこっちリクエストもあって、短
い 3 日間精一杯遊びましょうと決めた全員でした。

11 月のソウル気温 5 度～マイナス 2 度やや寒いでは
なく、寒いです。総会まで半日観光、自由散策、しか
し朝食から昼食、金さんの案内で食べ物中心の旅に
なって・満喫していました。ソウルでの移動はタクシー
を利用、ソウルは広いあるいは道が知らないか、道迷
わず目的地に連れてくれる運転手は一人もいない・・
これは唯一のボヤキです。渋滞しながら、やっと総会
会場 The Class 500 Hotel に到着。

綺麗なナレーションで開始、全会長、金副会長とは大
阪総会以来の再会、そして関西の終了生李賢君も初参
加、関西学友に会えることにびっくり、李君は帰国後、
仕事も落ち着き、今回は初韓国総会に参加、私たちと
会えることも非常に嬉しく感動していました。

司会、韓国学友会黄セミー財務理事の進行で、韓国米
山学友会全炳台会長の挨拶から、米山記念奨学会小沢
一彦理事長の激励言葉で開会致しました。日本から
22 名の参加もあって、全会議は日本語で行われまし
た。和気あいあいで、韓国で活躍している学友の作品
発表やマジックショーを見ながら楽しい雰囲気の中、
進行していました。そして、全会長と韓国学友たちと
１２月の台湾米山総会に一緒に参加することを約束
し、皆さまと再会できることを期待しています。

3 日間韓国の旅、韓国米山学友会総会の出席により韓
国学友との友情が深まり、そして、一緒に韓国へ参加
している皆さまとの絆も強くなって、共通の想い出が
でき、なによりの国際交流と思います。
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においしいと聞きました。百聞は一見に如かずだから、
台北市には最も規模の大きい士林市場に同行者と行っ
て自らの目で確かめました。地下２階と地上１階に屋
台店がずらりと並んでいます。来客の 80％以上は若
者です。中国内陸で生まれ育ちの私にとってグアバや
シュガーアップルなどの熱帯フルーツはとても魅力的
で、いっぱい食べってきました。フルーツ以外に、臭
い豆腐や蚵仔煎（オアチェン）などの台湾ならではの
グルメを味わえました。

台北学友総会にて台北米山学友たちの一年間の活動報
告を聞き、とても感動しました。感動したのは、当時
日本に留学した時にもらった恩を忘れず、日本からの
留学生に奨学金を支給し支援することです。その時、
私がもし中国に帰ったら中国に留学する日本の学生に
何か手伝えることがあったら精一杯に手伝おうと思い
ました。

今回台北学友総会にて、同じ留学経験のある方々と交
流することができて、本当に良かったです。関西米山
学友会の皆さんのおかげで楽しい時間を過ごしまし
た。

去年 12 月 12 日～ 14 日まで、関西米山学友会の学友
の一名として、関西学友会の何会長及び役員、現役奨
学生などと台湾米山学友総会にて来ました。
今回台湾台北米山総会に参加するのが初めてです。勿
論、台湾に行くことも初でとても楽しみにしていまし
た。

そして、12 月 12 日朝 8 時前の飛行機に乗って関西米
山学友会のメンバーと一緒にわくわくしながら、台北
へ飛んでいきました。飛行時間は 2 時間ちょっとでし
た。台北桃園国際空港に着くと空港バスを乗って市内
に向かいました。バスが走る途中、目に映った風景が
とても懐かしいです。まるでふるさとに帰ったようで
す。

台北市には至り所で日本のファストフード店やコンビ
ニがあります。店舗のデザインなどが日本の店と同様
なので驚きました。まさに、日本と中国文化の結晶だ
と思います。

台北の夜市の屋台は前からテレビや友達にとても豊富

大東 RC　

学友　付 翠紅（中国）

台湾台北米山学友総会に
参加した感想について
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2014 年度米山総会及び
新規奨学生歓迎会報告書

場所；KKR ホテル大阪
日付；2014 年 7 月 6 日

17：00 ～ 20：30 分

ロータリアン 83 名、現役奨学生 37 名、米山学友 46 名、家族 4 名合計 170 名

◆ 2014 年度総会◆
　今年度総会テーマ；『飲水思源　』
　『飲水思源』：物事の基本を忘れないこと、また他人から受けた恩を忘れてはいけないということ。
私達米山学友会、米山学友の源は米山記念奨学金制度 , この奨学金制度がなければ、ロータリアンの皆さまとの出会いもな
かったでしょう！この奨学金制度の由来を感謝の気持ちで朗読劇を演出しました。学友、奨学生が朗読チーム、音楽チーム、
演出チームに分けて、そして『米山梅吉』翁に対する敬意、説明もなく、絆が強くなって、再認識できました。学友らの熱演に、
会場からは惜しみない拍手が送られました。

今年も台湾・韓国・タイ・国内 2640 地区、2650 地区などと新規関西米山奨学生学友会会員の出席・そしてたくさんのロー
タリアンも多数駆けつけ、総勢約 170 人が出席する盛会となりました。 
ご応援、ご参加の皆さま、ありがとうございました。

	 •	 2014 年総会様子：https://www.facebook.com/yoneyama2660 にご確認

Chapter 04
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林小微

マノハル

楮 斌兵  

王 燕芳

大学
3回の時に米山奨学生に選ばれ、大阪北ロータリークラブに分属され、2年間の奨学生生活が始まりました。月に一回の例会に参加し、自分の生活近状を報

告し、悩みがあれば、たくさんのロータリアンが相談にのってくださったり、嬉しいことがあれば、みんなが喜んでくださったりするので、とても親切で日本で

のお父さんのような存在になっています。こうした留学生にとって幸せの環境の中、最初は単に日本人だけのグループに入ってると思っていたが、そこで、奨学

生になってから、初めて関西学友会の存在も知りました。学友会の会員は現役奨学生と私たちみたいな奨学生を終えた留学生たちです。学友会は会長をはじめ、様々

なイベントを開催してくださります。ロータリアンと交流するだけではなく、留学生同士もお互いに知って、友達になって、様々な形で母国と日本の架け橋にな

りたいという目標のために、ともに頑張っていくことをサポートしていくのです。例え、海外の総会に一緒に参加したり、恩返しの感謝祭を開いて、留学生が一

つになって企画したりしていました。ともに苦労して、ともに喜びを感じ、お互いにアドバイスをしたりすることによって、みんなは留学生同士はもちろん、私
。す
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で本
日、
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関西米山学友会に対する印象： 私は王燕芳でございます。2011 年11 月に静岡県から大阪府に引っ越して来ました。

新しい環境であったため、関西では友達がいませんでした。寂しいなと思った時に、ネットで関西米山学友会のホーム

ページを調べました。早速 12月の忘年会に参加させて頂き、なんと素晴らしく、暖かい会友さんばかりでした。正直

最初は参加するかどうかを躊躇していました。しかし、皆様は忘年会を盛り上がりましょう、一緒に参加しましょう

などと暖かい言葉をかけてくださり、とても嬉しかったです。あれからは出産そして子育て、今に至って、二人の母に

なりました。なかなか学友会の活動に参加できないですが、心の中ではきっといつか出来る時期がくると思います。 

facebook での皆様の元気な笑顔を見るだけでも、パワーを頂けます。今後ともよろしくお願いします。

今しかないので、楽しんでください～！日本文化をたくさん体験してください。

私たちは米山という大家族の中で色々と活動していますが、ロータリーからい頂いたご縁を大切に、より多くの
OB

や
OGが参加できるように誘い合い、ロータリー精神を広めて、世界平和に貢献のできるように頑張りましょう。

『
飲
水
思
源
』
の
気
持
ち
で
、
米
山
の
皆
さ
ま
と
の
出
会
い
を
大
事
に
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
！
米
山
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

今年
一年
間を
振り
返っ
て、
学生
とし
てい
ろい
ろ新
しい
挑戦
がで
きた
と思
いま
す。
来年
度は
昨年
以上
に経
験を
増や
して
いき
たい
と思
いま
す。

世界各地で紛争が絶えない。自己主張ばかりして譲歩を知らない。平和は何処へ行ったやら、みんなで考えましょう。

2015
年度の

テーマ
は『実

践躬行
』（じっ

せんき
ゅうこ

う）だ

五
十
肩
と
苦
闘
し
た
一
年
で
し
た
。「
六
十
肩
」
っ
て
あ
る
の
か
な
？

昨年
は変
動激
しい
一年
でし
た。
千葉
から
京都
に引
越し
して
、最
初の
人間
関係

(友達
など

)はゼ
ロと
も言
えま
す。
いま
は友
達た
くさ
んい
ます
。去
年は

米山
学友
会の
行事
にた
くさ
ん参
加さ
せて
いた
だき
まし
た。
お陰
様で
、学
友会
の中
、好
きな
人も
出来
まし
た。
今後
の夢
は :
大し
た夢
では
あり
ませ
ん、

ただ
好き
な人
とう
まく
いっ
たら
いい
なぁ
と願
って
いま
す。

何か困った時は気軽く学友会にご相談ください。学友会はみなさんにあったかいんだから～

米山の行事および活動を通じて、ご縁を大事にして行きましょう！

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
し
、
沢
山
の
優
秀
な
方
々
か

ら
い
ろ
ん
な
事
を
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
米
山
奨
学
生
で
あ
っ
た
事
を

誇
り
を
持
っ
て
社
会
で
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

夢
の
途
中
で
、
巡
り
合
う
出
会
い
と
別
れ
,胸
に
刻
み
前
へ
踏
み
出
し
て
行
く
ん
だ

人
と
の
出
会
い
で
人
生
が
変
わ
り
ま
す
。
も
っ
と
一
緒
に
行
事
に
参
加
し
ま

一言だか簡潔
w、今年も楽しかったです

! 来年もよろしくお願いします！

いな
の悔

後 .
ya
dre
tse

y 
mor
f g

nih
te
mos
 d
enr

ael
 ev

ah 
ew
 se

po
h 
wor
ro

mo
T

毎日を創りましょう
!

関
西
学
友
会
の
発
展
と
ご
活
動
が
益
々
神
様
の
豊
か
な
祝
福
の
中
で
続
け
ら
れ
る
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

2年
間
の
海
外
出
向
生
活
を
経
て
、
昨
年
学
友
会
に
「
復
帰
」
し
た
ら
、多
く
の
新
学

友
メ
ン
バ
ー
と
出
会
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
学
友
会
で
新
し
い
友
達
が
で
き
る

こ
と
に
、
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

皆さ
んは
キッ
ト何
か期
待さ
れて
いて
、日
本の
学校
に入
って
きた
ので
はな
いで
しょ
うか
。「夢
」を
持つ
なら
、キ
ッ

ト前
向き
に前
に進
んで
いく
力に
なり
ます
。先
輩と
して
のア
ドバ
イス
です
が、
どん
な期
待と
目標
があ
って
も、

人生
の道
はい
つも
スム
ーズ
に行
ける
わけ
では
あり
ませ
ん。
学問
を求
める
間に
環境
の不
慣れ
や人
間関
係な
ど

のこ
とで
ショ
ック
した
り落
胆し
たり
する
かも
しれ
ませ
んが
、あ
なた
は孤
独で
はあ
りま
せん
。皆
は一
緒で
す。

誰で
もス
ラン
プ状
態に
なる
可能
性が
あり
ます
。し
かし
、落
ち込
んで
いる
こそ
、「人
生の
進む
べく
道」
が見
え

てく
るわ
けで
す。
人間
とし
て一
人で
生き
てい
く訳
では
あり
ませ
んの
で、
何か
あっ
たと
して
も、
必ず
家族
や

友達
や先
生或
い米
山の
方々
に相
談し
ても
らう
のは
重要
です
。確
かに
、「
夢」、
「
目標
」を
達成
する
こと
のは
と

ても
重要
なこ
とで
す。
しか
し、
それ
は人
生の
全部
では
なり
ませ
ん。
従い
、学
問を
追求
して
いる
うち
に、
生

活も
楽し
んで
くだ
さい
。
台湾
学友
会に
参加
する
時、
日本
の留
学生
は台
湾標
準語
で私

たち
は日
本語
で会
話し
たこ
とが
一生
忘れ
ませ
ん！
去年
は米

山国
際の
輪を
一番
実感
でき
た年
です
！今
年米
山に
も自
分の

分野
にも
力を
尽く
しま
しょ
う！

学友会は多国多文化の友人を作る為の絶
好の場です。この輪は素晴らしい将来の
人脈と世界平和につながります。皆様、
今年も楽しく交流していきましょう。

戈 璐
何 玉翠

 祝方悦 常　炜 甘 耿ミンスラ

学友
からの一言

5 月
上
旬
に
行
き
ま
す
︒

今
年
も
学
友
と
新
規
奨
学
生
と
一
緒
に
米
山
パ
ワ
ー
を
出
し
ま
す
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募集要項 

2660 地区米山学友会関西地区奨学生の皆様、 

本学友会の活動をまとめる会報第 32 号の入稿についてお願いいたします。 

入稿について以下の事項にご注意ください。

テーマ
「私の夢について」、「来日して自分の国 ( ふるさと ) と違うなと思ったこと」
どちらかを選んでください。

字数と枚数 約 1000 字

内容
基本的には自由 ( エッセー・感想文なども可 ) です。 
※研究レポートを提出することは、お控えください。

言語 日本語または英語

原稿締切り 2015 年 12 月 30 日 時間厳守でお願いいたします。

送付方法
原稿は PC メールでの入稿を願いします。 
※メールアドレス :yoneyama2660@gmail.com

注意事項

1. テーマを必ず冒頭にご記入お願いします。 
2. テーマの下に、所属大学および専攻・名前・国籍、
    と現・元世話クラブの順番でお願いします。
( 例 : 〇〇〇〇大学〇〇専攻 大阪花子 ( 日本 )、世話クラブ : 〇〇 RC) 
3. 文章の最初に簡単な自己紹介をお願いいたします。 
4. 提出期限を厳守してください。 
5. 作文を提出する際、顔写真 (JPEG) も一緒に送りください。
　 できない場合、上 記のメールアドレスまでご連絡ください。

1

くらい努力して、成長したのか。勿
論、僕に対する一番大切なのは、学友
として、世界中の友達をいくら増やし
たのか、どれだけ遊んで楽しんでいた
のこともとても大切だと思います。そ
して、皆さんのこの魅力的な一年の学
友・奨学生生活を写真で記録して、さ
らに会報という年に一度しか発行し
ない、形のある思い出になります。

いろいろ言いましたが、はっきり言い
ますと、僕もそうですが、これからも
しまた機会があったら、カメラマンと
しても、学友としても、学友会のイベ
ントでたくさん写真を撮って、楽しん
でいきたいと思います。今後の会報は
僕が編集しなくても、カメラマンじゃ
なくても、会報の編集者のために、た
くさん写真を撮らせてあげて欲しい
です（笑）。

最後になりますが、これからも皆様と
楽しい思い出を作っていきますよう
に、何卒よろしくお願いいたします！

編集後記 2015 会報編集チーム　

編集協力・校正 ：單 雅婷より

撮影・写真提供 ：鍾 允順より

皆様、こんにちは。学友の黄 詠翔と
もうします。今年で三年目に会報の編
集を参加させていただきまして、とて
も光栄だと存じております。

普段僕は学友会のイベントでよくカ
メラマンとして写真を撮っていまし
たが、撮るのと、使う（会報の編集）
のとは違うことがよくわかりました

（笑）。三年間の経験で、これからの会
報素材をどう用意していくのと、イベ
ントの時にどんな写真が撮っておく
べきなのかがすごく分かるようにな
りました。

それで、ますます会報の重要性が分か
るようになって、この一年間、学友、
特に現役奨学生の皆さんに、
いくら活躍できたのか、自分でどれ

今回は会報使うの写真の収集及び内容校正を担当させて頂く学友の單 (TAN) です。

米山過去の写真データから 1 枚１枚の写真を見て、沢山の思い出を出しました。

夏懇親会や企業見学や感謝祭などの写真皆の笑顔は素敵です。

米山の楽しさは自ら活動を参加しないと分からないです。

なので、今会報を見てるのあなた、現役奨学生、学友是非米山の活動を参加して、
米山の楽しさを体験してください。

DTP デザイン・グラフィックデザイン・撮影：黄 詠翔より

内容構成：何玉翠	 デザイン：黃詠翔	 編集協力：單雅婷	 撮影協力：鍾允順

2014 年度の奨学生台湾出身の鍾允順です。この度、自分の写真を会報に使っ
ていただき、本当にありがとうございます。写真は長年からの趣味です。そ
れは変わり続ける時間を止める手軽い手段と思います。

私はカメラを構えながら奨学生の生活を過ごしました。それによって今まで
と違った写真の側面を感じました。それは、記録でありながらもコミュニケー
ションのツールでもあります。難しいけれども楽しい経験でした。

この一年たくさんの思い出を残しながらも、同時に形としての写真も残しま
した。もし写真を見る皆さんに小さいな幸せをもたらしたら、本当に幸いで
す。最後にいつも支援してくださった米山奨学金会及び関西学友会の関係者
の皆さんに、心から感謝しております。




